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本論文では、まず最近の組織理論に基づき、 DNO を適切に分類する。さらに、いくつかの代表的な DNO のケー
ス・スタディによって、 DNO に関するマネジメント上の諸課題をシステム的に研究し、その研究成果を示すととも
に、企業経営者に対する提言を行う。各章の概要は、下記の通りである.
第 1 章の ílntroductionJ では、まず近年の Hyper-competition と呼ばれる市場競争の変化を考察する。さらに本
論文の研究目的、および論文の構成を説明する。
第 2 章の íProject-based Organizations and Dynamic Network OrganizationsJ では、本論文のテーマに関連す
るキーワードの定義を行う。まず先行文献を整理し、 Project-based Organizations と Network Organizations の概
念を説明する。さらに今日の IT Revolution を分析した上で、 DNO の 5 つ特徴を提示し、 DNO の定義を行う。
第 3 章の íTaxonomyof DNO J では、 DNO の協働のツールである Information Network と、 DNO の協働の内容
としてのTransaction Variety との 2 つの軸に基づいて、DNO を 1.Ad hoc、 2. Cyber Marketplace、 3. Business Group、
4. Virtual Integration の 4 タイプに分け、 DNO の新たな分類を提案する。これまでの DNO に関する文献では、主
に DNO の利点を強調する内容が多かったが、より広い視点で DNO の分類を行う文献は比較的少なかった。それゆ
え、本章の目的は上記の 2 つの軸により、適切な DNO 分類を行うことにある。
第 4 章の íEvolution of DNO StageJ では、引き続き IT とTransaction との 2 つの軸を用いて、ケース・スタデ
ィを行い、 DNO の進化論を検討する。まず、 2 つ代表的な DNO を取り上げ、それぞれに対して協働フ。ロセスにお
??
ける Network Mechanisms の変化を詳しく分析する。さらに研究結果に基づいて、 DNO の進化に関する命題を提示
する。
第 5 章の ICoordination in DNO J では、 1 つの典型的な DNO のケース・スタディを通じて、 IT の視点から、 DNO
での Coordination に関する諸問題を詳細に分析する。まず Networking Interactivity と Networkig Formality との
2 つの軸により、 DNO での Coordination を分析し、さらに分析結果に基づいて、伝統的なネットワーク組織をダイ
ナミックなネットワーク組織に転換させる方法を提言する。
第 6 章の IGovernance of DNOJ では、Transaction の視点より DNO の Governance に関する諸問題と、その戦
略的なマネジメントについて検討する。まず先行研究を整理し、そこから DNO の Governance に対する 2 つの軸で、
あるTransactional Rela tion とTransactional Power を提示する。さらに、 PC 産業における 2 つ代表的な提携プロ
ジェクトを取り上げ、ケース・スタディにより、 DNO の Governance を分析する。最後にそれらの研究結果に基づ
いて、 Governance Strategy; Corporate Strategy、そして Networking Strategy の関連性を解明していく。
第 7 章の IConclusionJ では、本論文の分析結果を、 9 つの論点で、総括するとともに、 DNO の今後の発展につい
て言及する。
論文審査の結果の要旨
産業内におけるイノベーション能力の拡散および相互依存関係の濃密化に伴い、企業の経営戦略課題は、提携へと
移行しつつある。本論文は、戦略的提携のあり方を、組織論的に分析することにより、その安定化へ向けたマネジメ
ントに関する諸知見を数多く導き出している。それゆえ、本論文は、博士(経済学)の学位を授与するに値する論考
であると、判断する。
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